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社会福祉法人 結の会 

 

 

事業計画書 
   ・生活介護事業所 こころの結 

   ・共同生活援助事業所 こころの結 

   ・特定相談支援事業 

・障害児相談支援事業 

 



                        

１ 運営方針 
  新型コロナウィルス・インフルエンザ等の感染状況は、新規感染者数、重症者数は低

下傾向になっていますが、本会においては、利用者及び職員が数名感染することもあり、

新型コロナウィルス・インフルエンザ等の感染予防対策が必要な状況となっています。 
このような状況の中、 新型コロナウイルス感染症対策は継続的に行ない、施設にお

ける新しい生活様式を考察しながら、利用者が安心して利用できる生活空間を提供しま

す。また、利用者の選択に十分応えることができるようサービスの質の向上を図り、職

員一人ひとりの専門性を高め、利用者本位の立場にたち施設利用者に対し、その自立と

社会経済活動への参加を支援し、関係機関との連携に努め、地域や家庭との結びつきを

より大切にしていく運営を推進します。 
２ 支援目標 
 （１）一人ひとりの個性や障がいを理解し、その状態に応じた支援を実施します。 
 （２）日常の活動を通じて、簡単な調理・洗濯・掃除等の機会を作り、家庭生活におい

ても役立つことができるよう支援を行います。 
 （３）家庭との連携を密にし、健康管理に努め、利用者の状態を把握します。 
 （４）個々の能力や障がいに応じた作業を取り入れ、自立支援を図ります。 
 （５）様々な活動を通じて、楽しく・有意義な時間が過ごせるように支援します。 
３ 支援内容 

（１）利用者の主体性と自主性を尊重した支援に努めます。 
 （２）自立支援のための利用者一人ひとりの支援計画を立てます。 

（３）事故防止には最大の注意をはらい、利用者が安心して施設利用ができるよう、健 
  康管理及び安全対策に努めます。 
（４）地域に根ざした施設として地域福祉サービスの推進とボランティアの受け入れ等 
 地域との密接な連携と交流の推進を図ります。 

 （５）施設の専門性を発揮できるように、職員研修の充実を図り、職員の資質向上に努

めるとともに、職員間の連携を密にし、質の高い福祉サービスを提供します。 
４ 関係機関との連携 
 （１）家庭との連携を密にし、相互理解と協力が得られるよう信頼関係を深めます。 
 （２）健康管理については、日頃から主治医との連携を図ります。 
 （３）入退所等においては、関係機関（他市町村、特別支援学校等、障がい者総合相談

支援センター、特定相談支援事業所等）と会議を行い、より良い支援ができるよう

配慮します。 
 （４）ボランティアを積極的に受け入れるとともにボランティアの養成を行い、日常の

活動や行事の運営に対する協力が得られるように連携を図ります。 
 （５）作業実習生（在宅障がい者・特別支援学校実習生等）や学生及び一般実習生を積

極的に受け入れ、福祉マンパワーの育成を図り、障がい者に対する理解が深められ

るよう啓発運動を推進します。 
 （６）地域行事等にも積極的に参加し、施設の運営に協力が得られるよう、地域との連

携・強化に努めます。 
 （７）事業の実施にあたっては職員間での情報共有を密にし、関係市町、地域の保健・

医療・福祉サービス機関と連携を図り、総合的な福祉サービスの提供に努めます。 
                     



                        

５ 組織体制 
                           ＜保護者会・担当職員＞ 

     （保護者会事務に関すること） 
                          

             ＜事務職員・担当職員＞ 
               管 理 係       （経理・会計・予算・決算・庶務・ 
                            文書・財務・給与等に関すること） 

                 
                           ＜給食－給食業者委託職員＞ 
                           （給食の企画・実践・処理・統計 
                            栄養管理・調理に関すること） 
理事会（6 名） 
評議員会(7 名) 
監事会（2 名） 
   

                                                                                                
               防火管理係       ＜防火管理者・担当職員＞ 

・避難訓練（地震訓練）の実施           
                           ・防災・設備・訓練に関すること 
施 設 長 
 

 ＜管理責任者・生活支援員・相談員＞                    
                           ・企画・立案・個人記録・現業の調整 

生活支援係        個別支援計画・クラブ担当・作業 
                             グループ・ボランティア・実習等 

                     に関すること・虐待防止に関する                         
こと・計画相談に関すること 

 
 

                ＜生活支援員・担当職員＞ 
            ・日中一時支援利用者の保護・日常生

活の支援に関すること 

                                      
                 共同生活援助係      ＜支援員・世話人＞ 

              ・生活の支援・相談・助言 
         ・調理、洗濯、清掃 等 

           
＜各種委員会＞                

 ・苦情解決委員会 
 ・虐待防止委員会 
 ・評議員選任・解任委員会 
                    



                        

６ 生活介護事業所 こころの結 事業計画 
  新型コロナウイルス・インフルエンザ等の感染症予防対策を継続的に行なうとともに 
利用者一人ひとりに対して、排泄及び食事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の家事並び 
に生活等に関する相談及び助言、その他必要な日常生活上の支援、創作的活動又は生産 
活動の機会の提供、その他身体的機能又は生活能力の向上のために必要な支援を行ない 
ます。 
 

（１）職員体制 

管理者 事務員 
サービス 
管理責任者 

生活支援員 看護師 嘱託医 
給食業

務委託 
送迎 
運転手 

１名 
（兼務） 

 

１名（兼務） 
１名（臨時） 

１名 ７名 
３名（兼務） 
４名（臨時） 

１名 
(臨時) 

１名 
(臨時) 

（３名） ２名 
(臨時) 

 
（２）共同生活援助事業へのバックアップ支援 
  ①世話人、支援員と連携・支援    

②利用者への生活支援、助言・相談 
③保護者との連絡調整 
④サービス担当者会議への参画 
 

（３）支援内容 
  ①作業への参加支援 
  ②食事の介助 
  ③身体等の介護 
    ④陶芸・自主作品等の製作支援 
  ⑤農耕作業の支援 
    ⑥生活相談・助言 
  ⑦健康管理（バイタルチェック等） 
  ⑧エコバッグづくりの支援 
  ⑨『ウォーキングでゴミ拾い活動』の支援 
  
（４）日課 

時     間 内      容 

  ８：３０～ ８：４５ 職員打合せ 

 ８：４５～ ９：３０ 通所、更衣 

 ９：３０～ ９：４５ 朝礼、体操  

 ９：４５～１０：３０ ウォーキング （軽作業、農耕） 

１０：３０～１０：４５ 休憩 



                        

１０：４５～１２：００ 軽作業、農耕 

１２：００～１３：００ 昼食、休憩 

１３：００～１４：００ 軽作業、レクリエーション 等 

１４：００～１４：１５ 休憩 

１４：１５～１５：１５ 軽作業、レクリエーション 等 

１５：１５～１５：３０ 休憩 

１５：３０～１５：４５ 片付け・掃除 

１５：４５～１６：００ 帰宅準備 

１６：００～ 帰宅 

 
（５）週の活動                      ※土･日・祝祭日：休み 

時間 月 火 水 木 金 

午前 

軽作業 
・ウォーキング 

・委託作業 

・農耕 

・焼菓子、パン 

軽作業 
・ウォーキング 

・委託作業 

・農耕 

・焼菓子、パン 

軽作業 
・ウォーキング 

・委託作業 

・農耕 

・焼菓子、パン 

軽作業 
・ウォーキング 

・委託作業 

・農耕 

・焼菓子、パン 

軽作業 
・ウォーキング 

・委託作業 

・農耕 

・焼菓子、パン 

午後 

軽作業 
・委託作業 

・農耕 

・焼菓子、パン 

・リサイクル活動 

軽作業 
・委託作業 

・農耕 

・焼菓子、パン 

・リサイクル活動 

余暇活動 
・創作活動  

・レクリエーション 

・環境美化活動 

・（月 1 回音楽療法） 

軽作業 
・委託作業 

・農耕 

・焼菓子、パン 

・リサイクル活動 

軽作業 
・委託作業 

・農耕 

・焼菓子、パン 

・リサイクル活動 

（６）作業内容 
① 委託作業 
 目的：利用者が主体となり、それぞれの状態やニーズに応じた作業に取り組みます。

仲間と共に働くことで、自分の役割を感じながらそれを果たせるように支援し

ます。周りの人から評価を受けて喜びや達成感を味わうことで、やりがいに繋

げられるように支援します。 
内容：・金具作業（コンセント取り付け金具袋詰め作業） 

・組み立て作業（洗濯用具組み立て・日用品組み立て・梱包作業等） 
  ② 農耕作業 
   目的：仲間と協力して畑を準備し、作物を育て収穫する難しさと喜びを実感できる

ように支援します。また、ボランティアの協力を得ながら、花づくり等の体

験をしていくことで、地域交流を深めていきます。 
   内容：４月～１月：季節の野菜を作付け、除草、収穫 
      ２月～３月：土壌づくり 



                        

      ※.随時、環境整備・洗車作業等も行います。 
      ※雨天時は、軽作業を行います。 
  ③ パン・焼き菓子づくり 
   利用者とともにパン・焼き菓子づくりに取り組むとともに、地域販売ルート・ 
   販売方法を模索しながら、徐々に地域との関係性を広げていきます。 
  ④ リサイクル活動 
   利用者とともに保護者、職員及び 地域の方々から協力いただいたペットボトル・ア 

ルミ缶等を量販店設置のリサイクル機でリサイクル作業することにより、環境美化 
活動を推進していきます。また、古紙を利用したエコバックづくりにも取り組み、 
道の駅等に設置し、地域の方々に利用していただけるよう推進します。 

      
（７）余暇活動 

支援目標 それぞれの活動を通して楽しみを増やし、心身のリフレッシュを図ります。 
※全体活動に参加しづらい人は、個別に対応します。 
※興味を持って取り組んでもらえるように支援していきます。 

内  容 ・カラオケ（カラオケを楽しむ） 
・陶芸（作品づくり、作品販売） 
・ぬり絵、絵画 
・書道（ボランティアによる書道教室の開催、作品づくり） 
・さをり織り（作品づくり、作品販売） 
・レクリエーション（楽しく身体を動かすレクリエーションを実施） 
・環境整備（除草作業、清掃活動） 
※新型コロナウィルス感染症予防対策をしながら実施します。 

 
（８）保健衛生の徹底 

 利用者及び職員は、年１回以上の健康診断を実施し、既往疾患及び成人病等の予

防に対処します。 

   また、職員は利用者の基礎疾患等の知識を十分念頭におきながら、利用者の援助

に注意していきます。 

① 年１回（６月頃を予定）の検診車による定期健康診断を実施し、利用者の健康に留

意します。 
② 年４回程度、嘱託医による健康診断を実施します。 
③ 毎月１回、体重等の身体測定を月初めに実施します。 
④ 毎日２回、生活支援員、看護師によるバイタルチェックを行います。 
⑤  新型コロナウイルス・インフルエンザ等の感染症予防の徹底に努めます。（マスク

の着用、消毒等） 
 
（９）利用者の会の開催 

利用者の要望や希望が施設運営に反映されるよう月に１回、利用者の会を開催します。 
 
 
 



                        

（10）会議等の開催 

会  議 曜  日 時  間 参加者 

職員会議  第４木曜日 17：30～18：30 全職員 

支援会議  第１木曜日 17：30～18：30 全職員 

給 食 会 議 第１木曜日 13：00～13：30 利用者・担当職員 

個別支援会議 第３木曜日 17：30～18：30     全職員 

打ち合わせ 月曜日～金曜日 17：15～17：30 全職員 

施設内研修 定期的に開催 全職員 
利用者の会 月１回開催 利用者･担当職員 

 
（11）防災訓練の実施 

① 火災及び地震による災害に備え、避難訓練を年に２回実施します。 
６月：避難訓練 ２月：避難訓練（地震を想定） 

   ② 定期的に各火元責任者が施設内の点検等を行います。 
   ③ 自治会での避難訓練に参加します。 
   ④ BCP（事業継続計画）に基づく、避難訓練（研修等）を行います。 
（12）福祉マンパワーの育成 
    今後の福祉を担っていただける福祉人材を育成していきます。 

① 実習生等の受入れ  
     社会福祉士援助技術実習、保育実習等を積極的に受入れ、福祉人材の育成を図り

ます。 
② ボランティアの育成 
  地域交流や実習等を通じて、ボランティアの育成を図ります。 

（1３）職員の資質向上 
    各種職員研修に積極的に参加するとともに、職場内研修（虐待防止研修等））も定

期的に開催し、職員の資質向上を図ります。また、社会福祉士、介護福祉士などの国

家資格の取得を促していきます。   
（1４）職場環境の整備 
    福祉サービスの発展のため、働き甲斐のある魅力ある職場づくりを目指します。   
   コンプライアンス（労働関係法令の遵守）とガバナンス（適切な労務管理等）により、 

職員の安全と健康を確保し、快適な環境づくりを推進します。 
（1５）情報公表 
    WAM ネットやホームページ等により、施設の状況等をタイムリーに積極的に公表 

していきます。 
 
 
 
 



                        

（1６）年間行事計画 
   新型コロナウイルス・インフルエンザ等の感染症の拡大状況により、中止・変更し

ながら、感染予防対策をし、できる限り行事を実施していきます。 
 
月 行  事 保護者会行事等 保健衛生 

４月  
・保護者会総会 
・誕生日会 

・健康管理 
（血圧・体重測定等） 

5 月  ・誕生日会 
・健康管理 
（血圧・体重測定等） 

６月 
・グループ外出 
・避難訓練（地震を想定) 

・誕生日会 
・健康診断（検診車） 
（血圧・体重測定等） 

７月 ・グループ外出 ・誕生日会 
・健康診断（嘱託医） 
（血圧・体重等測定） 

８月  ・誕生日会 
・健康管理 
（血圧・体重等測定） 

９月 ・結の会秋まつり 
・結の会秋まつり 
・誕生日会 

・健康診断（嘱託医） 
（血圧・体重等測定） 

１０月 ・グループ外出 ・誕生日会 
・健康管理 
（血圧・体重等測定） 

１１月 ・グループ外出 ・誕生日会 
・健康管理 
（血圧・体重等測定） 

１２月 
・クリスマス会 
・大掃除 

・奉仕作業 
・誕生日会 

・健康診断（嘱託医） 
（血圧・体重等測定） 

１月 ・初詣 ・誕生日会 
・健康管理 
（血圧・体重等測定） 

２月 
・グループ外出 
・避難訓練（火災を想定） 

・誕生日会 
・健康管理 
（血圧・体重等測定） 

３月 ・グループ外出 ・誕生日会 
・健康診断（嘱託医） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                        

７ 共同生活援助事業所 こころの結 事業計画 
 
（１） 運営方針 

新型コロナウイルス・インフルエンザ等の感染症予防対策をする中で、利用者が安

心して生活できる新しい生活様式の構築を目指して取り組みます。 
① 利用者に心豊かな生活を送って頂けるよう支援をします。 
② 地域との交流を大切にし、地域に根ざした運営に努めます。 

  
（２）職員体制 

管理者 サービス管理責任者 世話人 生活支援員 夜間支援員 

１名 
（兼務） 

１名 
（兼務）     

３名 
（非常勤） 

３名 
（非常勤） 

３名 
（非常勤） 

 
（３）共同生活援助利用者 
  （男子：４名 女子：３名） 
   障害支援区分４：１名 
   障害支援区分５：４名 
   障害支援区分６：２名 
 
（４）事業内容 
   生活支援プログラム（日常生活動作の介護及び支援を行う） 

サービス種目 支援内容 実施日 場所 

食事介護・支援 食事支援、食事マナーの習得 随時 グループホーム内 

排泄介護・支援 定時排泄支援、排泄習慣の獲得 随時 グループホーム内 

入浴介護・支援 入浴支援等 随時 グループホーム内 

日常生活動作 歯磨き支援、着替え支援、調理、家事等 随時 グループホーム内 

余暇支援 
買い物、散歩、サッカー、 

自治会の行事（夏祭り）等 
休日 

団地の公園 等 

 

健康管理 日常的な健康管理、健康相談、服薬管理 随時 グループホーム内 

 
（５）避難訓練 

火災及び地震による災害に備え、避難訓練を年に２回実施します。 
６月：避難訓練  

（夜間想定） 
２月：避難訓練（地震を想定） 

（夜間想定） 
※自治会での防災訓練等に参加する。  

    ※BCP（事業継続計画）に基づく、避難訓練（研修等）を行います。 
 
 
 
 
 



                        

８ 特定相談支援事業・障害児相談支援事業 事業計画 
 
（１）運営方針 

新型コロナウイルス・インフルエンザ等の感染症予防対策をしながら、障がいのある

方が自立した日常生活を送れ、社会生活を営むことができるように、障がいのある人

や家族の相談を聞き、福祉サービスに関する様々な内容について支援します。 
① サービス利用支援 

障がいのある方の希望や目標を伺いながら、サービス等利用計画案を作成します。 
支給決定後に各福祉サービス事業者との会議、連絡調整を行い、サービス等利用

計画を作成します。 
② 継続サービス利用支援 

定期的にモニタリングを行い、現在の利用状況、必要な相談支援の状況を確認し

ます。 
必要があればサービス利用計画の見直しを行い、福祉サービス事業所との調整を

行い、障がいのある方の支援をします。 
 

（２）設置場所 
    三重県津市豊が丘二丁目５９番１号 
    生活介護事業所こころの結（事務所内） 
 
（３）開設日及び開設時間  
  ・相談受付：月曜日から金曜日 午前８時３０分～午後５時３０分 
  ・勤務時間：午前８時３０分～午後５時３０分 

・休日：土曜日・日曜日・祝祭日 
夏季（８月１４日～８月１６日）、年末年始（１２月２９日～１月３日） 

    
（４）職員体制 
   管理者（兼務）：１名、相談支援専門員（兼務）：２名 
 
（５）業務内容 

＜特定相談支援事業＞ 
   障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律(以下「障害者総合支

援法」という)に規定される「特定相談支援事業」の業務を通じて適切に実施します。 
①計画相談支援の提供 
②サービス等利用計画の作成 
③モニタリングの実施 
④利用者負担額の受領事務 
⑤支援給付費請求事務 
⑥利用者からの相談・苦情処理に関する業務 
⑦事業統計の作成 等 

 
 



                        

＜障害児相談支援事業＞ 
児童福祉法に規定される下記業務を適切に実施します。 
①障害児相談支援事業の提供 
②障害児支援利用計画の作成 
③モニタリングの実施 
④支援給付費請求業務 
⑤利用者等からの相談・苦情処理に関する業務 
⑥事業統計の作成 等 

 
 
                               


